
　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
発
達
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
＊
１
）
の
実
現
な
ど
の
技
術
革
新
の
影

響
に
よ
り
、
今
後
10
〜
20
年
間
で
職
業
の

あ
り
方
が
変
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

な
ど
（
図
１
）、以
前
は
想
像
も
し
な
か
っ

た
姿
に
社
会
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
後
も
、
予
測
困
難
な
変
化
を

社
会
は
遂
げ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

そ
の
よ
う
な
社
会
を
生
き
る
生
徒
が
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
よ
う
、
学
校
教

育
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

が
、
次
期
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
明
確

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
す
な

わ
ち
、「
生
き
て
働
く
知
識
・
技
能
」「
未

知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」「
学
び
を
人
生
や
社
会

に
生
か
そ
う
と
す
る
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等
」
だ
（
図
２
）。

　

そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
は
、
こ
れ
ま
で

の
学
校
教
育
で
育
成
し
て
き
た
力
と
は
異

な
る
、
全
く
新
し
い
力
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。た
だ
、こ
れ
ま
で
は「
何
を
学
ぶ
か
」

と
い
う
、
学
習
内
容
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
に

注
目
が
い
き
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
、
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
で
「
何
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
」、
す
な
わ
ち
、
資
質
・

能
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
の
育
成
と
い

う
視
点
で
、
教
育
活
動
を
営
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た

め
に
必
要
な
の
が
、「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
の
実
現
だ
。
そ
の
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
も
全
く
新
し

い
学
び
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の

学
校
・
教
師
が
そ
の
実
現
の
た
め
に
様
々

な
工
夫
を
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
取
り
組
み
と
そ
の
成

果
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
変
化
す
る
社
会

の
文
脈
の
中
で
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能

力
や
そ
れ
を
育
む
学
び
・
指
導
を
捉
え
直

し
た
り
、整
理
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。

図1　　今後の職業のあり方に関する予測

2011年にアメリカの小学校に入学した子どもたちの65％は、
大学卒業後、 今は存在していない職業に就くだろう。

─ニューヨーク市立大学大学院センター教授キャシー・デビッドソン氏

今後10年～ 20年程度で、半数近くの仕事が自動化される
可能性が高い。　 ─オックスフォード大学准教授マイケル・オズボーン氏

2045年には人工知能が人類を越える『シンギュラリティ』に
到達する。　　　　　　　　─アメリカ人発明家レイ・カーツワイル氏

学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン

次
の
学
校
を

創
る
た
め
の

高
校
現
場
は
今
、
大
き
な
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。
大
学
入
試
改
革
、
次
期
学
習
指
導
要
領
、

そ
し
て
生
徒
た
ち
が
生
き
る
社
会

│
す
べ
て
が
密
接
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
時
を
、

次
代
の
要
請
に
応
え
る
学
校
改
革
の
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
弊
誌
で
は
、
各
学
校
が
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
、
伝
統
を
土
台
に
し
な
が
ら
、

自
ら
未
来
を
切
り
拓
き
、
家
庭
や
地
域
、
世
界
の
期
待
に
沿
え
る
人
材
を
育
て
る
次
の
学
校
づ
く
り
の
視
点
を

「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
と
名
づ
け
、
今
後
４
号
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
具
体
を
読
者
の
先
生
方
と
と
も
に
考
え
て
い
く
。

自
校
を
再
構
築
す
る

「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

＊1　Internet of Things の略。スマートフォンやパソコンだけでなく、様々な物に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信したりして、自動制御や
情報収集などを行うこと。
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た
だ
、
教
育
活
動
の
捉
え
直
し
は
、
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
で
は
な
い
と
は
言
え
、
一い

っ

朝ち
ょ
う

一い
っ

夕せ
き

で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
高
校

教
育
は
、
２
０
２
０
年
度
に
「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
実
施
、
22
年

度
に
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
と
、
大
き

な
変
化
が
続
く（
P.
６
図
３
）。そ
の
た
め
、

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
を
受

験
す
る
生
徒
が
入
学
す
る
18
年
度
ま
で
の

こ
の
１
年
間
は
、
自
校
は
ど
の
よ
う
な
資

質
・
能
力
を
生
徒
に
育
み
、
ど
の
よ
う
な

教
育
課
程
や
指
導
計
画
を
策
定
し
て
、
ど

の
よ
う
に
授
業
や
評
価
方
法
を
改
善
す
る

の
か
を
学
校
全
体
で
考
え
ら
れ
る
重
要
な

機
会
と
言
え
る
。

　

そ
こ
で
弊
誌
で
は
、
学
校
教
育
目
標
か

ら
教
育
課
程
・
指
導
計
画
の
策
定
、
授
業

改
善
・
評
価
方
法
の
確
立
と
そ
の
実
践
・

検
証
ま
で
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
が
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
実

現
さ
れ
る
も
の
を「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

と
名
づ
け
、
そ
の
実
現
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

今
号
か
ら
４
号
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
い

く
（
P.
７
図
４
）。

　　

で
は
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
16
年
12
月
に
中
央
教
育
審
議
会
か
ら

公
表
さ
れ
た
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
学

習
指
導
要
領
等
の
改
善
及
び
必
要
な
方
策

等
に
つ
い
て
（
答
申
）」（
以
下
、
答
申
）

と
現
場
の
高
校
教
師
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

基
に
、
弊
誌
で
は
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ

ン
」
を
描
く
プ
ロ
セ
ス
を
、
次
の
５
つ
の

ス
テ
ッ
プ
に
整
理
し
た
。

❶
学
校
教
育
目
標

　
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
の
最
も
重
要

な
要
素
で
あ
り
、
学
校
教
育
目
標
の
策
定

こ
そ
が
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
構
築

の
第
一
歩
と
な
る
。
自
校
の
生
徒
に
、
ど

の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
む
の
か
を
明

確
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る（
詳
細
は
、

P.
８
〜
９
）。

❷
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）・
指
導
計
画

　

一
般
的
に
、
各
学
年
で
ど
の
よ
う
な
教

科
・
科
目
を
そ
れ
ぞ
れ
何
単
位
で
履
修
さ

せ
る
の
か
を
表
形
式
で
示
し
た
も
の
が
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
は
、「
何
を
学
ぶ
か
」
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
で
「
何
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
」、
す
な
わ
ち
、「
自
校

で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
＝
学
校
教

育
目
標
」
と
の
つ
な
が
り
を
明
確
化
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）
が
求
め
ら

図2　学習指導要領改訂の方向性

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、学習評価の充実

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」を基に編集部で作成

新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた
教科・科目等の新設や目標・内容の見直し

◎小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共」の新
設など

◎各教科等で育む資質・能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない

◎生きて働く知識・技能の習得
など、新しい時代に求められ
る資質・能力を育成
◎知識の量を削減せず、質の高
い理解を図るための学習過程
の質的改善

主体的・対話的で深い学びの視点からの
学習過程の改善

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

生きて働く知識・技能の習得 未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

特集

「学校教育デザイン」を描く❶　

これからの学校教育目標のあり方

答
申
と
現
場
の
声
を
基
に
描
く

５
つ
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
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れ
る
。
そ
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育

課
程
）
に
基
づ
き
、
教
師
が
い
つ
、
誰
に
、

何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
を
示
し
た
指
導
計
画
を

策
定
す
る
の
が
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

の
第
２
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。

❸
授
業
・
指
導
実
践

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）・
指
導

計
画
に
基
づ
い
て
、
教
科
の
授
業
を
始
め

と
す
る
各
教
育
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
時
に
求
め
ら
れ
る
の
が
、
各

教
育
活
動
の
目
標
（
資
質
・
能
力
の
育
成
）

を
達
成
す
る
た
め
の
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
だ
。
単
元
や
題
材
の
ま
と

ま
り
の
中
で
そ
れ
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
の
実
践
の
蓄
積
を
生
か
し
て
授

業
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
　
　
　
　

◎
ど
の
よ
う
な
問
い
を
設
定
す
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
育
つ
の
か
を
考

え
る
こ
と
が
大
切
。

❹
評
価
・
検
証

　

各
教
育
活
動
の
目
標
が
ど
の
程
度
達
成

で
き
た
の
か
、
校
内
で
し
っ
か
り
と
振
り

返
り
、
評
価
・
検
証
し
て
初
め
て
次
な
る

改
善
へ
と
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

誰
が
、
い
つ
、
何
を
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
評
価
・
検
証
す
る
の
か
を
明
確
化
し
、

実
践
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
　
　

◎
生
徒
が
自
分
の
変
容
に
気
づ
け
る
よ
う

な
、
自
己
評
価
の
場
面
を
設
定
す
る
必
要

が
あ
る
。自
己
評
価
が
習
慣
化
で
き
れ
ば
、

自
分
で
よ
り
深
い
問
い
か
け
が
可
能
に
な

る
。

◎
評
価
す
る
た
め
の
材
料
（
レ
ポ
ー
ト
、

態
度
、
小
テ
ス
ト
な
ど
）
を
整
理
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

◎
目
標
準
拠
型
評
価
の
指
標
を
作
成
し
、

生
徒
と
教
師
で
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
。

❺
授
業
・
指
導
改
善

　

振
り
返
り
・
評
価
を
し
た
結
果
を
今
後

の
授
業
・
指
導
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、「
学

校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル

の
最
終
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。
最
終
ス
テ
ッ

プ
と
は
言
っ
て
も
、
こ
こ
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
再
び
学
校
教
育
目
標
や
指
導
計
画

に
立
ち
返
り
、
時
に
は
目
標
や
計
画
自
体

の
見
直
し
も
図
る
な
ど
、
こ
の
サ
イ
ク
ル

を
絶
え
ず
回
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

◎
一
度
決
め
た
目
標
・
計
画
に
こ
だ
わ
り

す
ぎ
ず
、
ト
ラ
イ
ア
ル
＆
エ
ラ
ー
で
改
善

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
事
。

◎
年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
小
さ
い
修
正
を

容
認
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ
し
て
、
小
さ

い
振
り
返
り
を
ど
う
や
っ
て
い
く
か
で
、

う
ま
く
進
む
か
ど
う
か
が
決
ま
る
。

図3　　高校および大学入試にかかわる教育動向

教育課程の
見直し

「高校生の
ための学びの
基礎診断
（仮称）」の
導入

「大学入学共通
テスト（仮称）」
の導入

告
示

プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

（
17
年
度
）

プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

（
18
年
度
目
途
）

新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た

「
実
施
大
綱
」
の
予
告

新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た

「
実
施
大
綱
」
の

策
定
・
公
表

「
実
施
大
綱
」
の
策
定
・
公
表

（
19
年
度
初
頭
目
途
）

確
認
プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

（
19
年
度
目
途
）

周知・徹底 教科書作成・検定・採択・供給

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

（
仮
称
）」
の
実
施

新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た
テ
ス
ト
の
実
施

新学習指導要領
（年次進行で実施）

※できるだけ早期に認定の基準等を策定し、2018 年度中に認定制度の運用を開始することを目指す。

２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

「
実
施
方
針
」
の
策
定
・
公
表

（
17
年
度
初
頭
）

現
場
の
声

現
場
の
声

現
場
の
声
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以
上
の
❶
〜
❺
の
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ

ン
」
の
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
上
で
求

め
ら
れ
る
の
が
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
視
点
で
あ
る
。「
答
申
」

で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
は
、
次
の
３
つ
の
側
面
が
あ
る
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
各
教
科
等
の
教
育
内
容
を
相
互
の

関
係
で
捉
え
、
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま
え

た
教
科
等
横
断
的
な
視
点
で
、
そ
の
目
標

の
達
成
に
必
要
な
教
育
の
内
容
を
組
織
的

に
配
列
し
て
い
く
こ
と
。

（
２
）
教
育
内
容
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、

子
ど
も
た
ち
の
姿
や
地
域
の
現
状
等
に
関

す
る
調
査
や
各
種
デ
ー
タ
等
に
基
づ
き
、

教
育
課
程
を
編
成
し
、
実
施
し
、
評
価
し

て
改
善
を
図
る
一
連
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
確
立
す
る
こ
と
。

（
３
）
教
育
内
容
と
、
教
育
活
動
に
必
要

な
人
的
・
物
的
資
源
等
を
、
地
域
等
の
外

部
の
資
源
も
含
め
て
活
用
し
な
が
ら
効
果

的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
。

　
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
に
お
け
る
❶

〜
❺
の
サ
イ
ク
ル
が
、
ま
さ
に
右
記
の

（
２
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、（
１
）、（
３
）

を
踏
ま
え
て
❶
〜
❺
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立

し
、
回
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
学
校
教
育
デ

ザ
イ
ン
」
は
完
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、
学

校
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
必
要

に
応
じ
て
教
科
の
枠
を
超
え
て
教
科
間
・

教
師
間
で
学
習
内
容
や
指
導
に
お
け
る
連

携
を
し
た
り
、
地
域
や
保
護
者
等
の
外
部

資
源
を
活
用
し
た
り
し
な
が
ら
、
❶
〜
❺

の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
回
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

◎
単
に
、
異
な
る
教
科
を
融
合
し
た
授
業

を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

教
科
の
枠
を
超
え
て
、
社
会
に
出
て
か
ら

役
立
つ
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
。

◎
同
じ
教
育
目
標
を
達
成
す
る
わ
け
な
の

で
、
教
科
横
断
の
問
い
の
開
発
も
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。＊

　

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ

ン
」
の
第
１
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
学
校
教

育
目
標
に
つ
い
て
、
各
校
の
現
状
を
踏
ま

え
て
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
視
点
で
学
校

教
育
目
標
を
策
定
し
、
そ
れ
を
学
校
全
体

で
し
っ
か
り
と
共
有
し
て
、
日
々
の
指
導

の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
２
校
の
事
例
を

基
に
、
学
校
教
育
目
標
の
策
定
と
そ
の
共

有
・
浸
透
の
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
も
示
し

て
い
く
。

12月号

実践事例から「学校
教育デザイン」の実
現のポイントを考え
る

10月号

目指す資質・能力を
育むための各教科等
における授業改善と
評価のあり方を考え
る

８月号

学校教育目標達成
のための教育活動
全体のカリキュラム
と指導計画のあり方
を考える

６月号

今後求められる「学
校教育デザイン」と
その実現の第一歩で
ある学校教育目標の
あり方を考える

図4　　学校教育デザインと弊誌・特集テーマ

2017年『VIEW21』高校版・特集・年間テーマ「2020年度・22年度に向けて『学校教育デザイン』を描く」

学校教育デザイン

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム
・指導計画

を通じて実現

授業・
指導実践

を通じて実現

評価・検証

授業・
指導改善

カリキュラム・マネジメント

学校教育
目標

４月号

「学校教育デザイン」
の基盤となる次期学
習指導要領の方向性
を、答申から読み解
く

特集
テーマ

月号

特集

「学校教育デザイン」を描く❶　

これからの学校教育目標のあり方

現
場
の
声

学
校
全
体
で
回
す

学
校
づ
く
り
の
サ
イ
ク
ル

 June 20177

Q7-313-00 2017 年度　VIEW21高校版 6月号 6頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
06/02
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-Q7-313-00 2017 年度　VIEW21高校版 6月号 7頁 ＣＭ

ＹＫ
新
組
06/02
南部

色
校
06/13
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P04-07_view21koukou-6g.indd   7 17/06/13   10:33




